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○ボランティア手帳の取組と自己肯定感・自己有用感・・・ 
ボランティア手帳の取組を続けてきました。１月末までに２８３名が、認証５０回を達成しています。低学年では、

自宅の中で自分にできることを続けて行っていることや、中学年では、学校生活の中で、ちょっとしたことだけ

ど気づいて行動に移していること、高学年では、地域の中で、ゴミ拾いや、草引き、商業施設でのカート並べと

いったように、行動範囲を広げて取り組んでいることが手帳からわかります。取組も学年があがるにつれて内

容に広がり、深まりが出てきます。 

ボランティア手帳の取組も、５０回を達成すること自体が目的になってはいけません。日常にあるちょっとし

たことでいいから、誰かのお困り、誰かの役に立つことを自分から進んでやっていける子に、そして人の思いや

願いに気づかせていくこと。そこから、相手を思いやる温かな心を育んでいくことへとつなげていくことが目

的です。低学年では、お家の中でのお手伝いがその活動のほとんどです。しかし、手帳の感想欄を読ませてもら

うと、活動を続けていくうちに、いろいろと挑戦しようと意欲が増したり、家族の思いに気づいたりすることが

見られるようになります。「ありがとう」と声をかけられてうれしかったことや、自分から気づいて行動できてう

れしかったことなど、自分の心と会話する子も出てきています。とてもうれしい気持ちになります。また、誰かの

役に立てることの喜びに気づく子もいます。誰でもできることでも、続けて取り組むことで、自己肯定感・自己

有用感が膨らんでいくと感じています。 

○学校関係者評価委員会を開催しました 
２月６日(水)、第２回学校関係者評価委員会を開催しました。本

年度、教育の重点として掲げる自己肯定感や自己有用感の育成

について、学校教育活動の報告、授業参観やランチタイムミーテ

ィングを通しながら協議をしました。 

特に評価委員の皆様と児童会企画委員会の子供達とのランチ

ミーティングでは、和やかな雰囲気の中で、学校の様子や今取り

組んでいることなどを話題に会話が弾みました。委員の皆様から

は、直接児童と話ができ、子供らしい声が聞けたことが好評でした。また、学校の環境整備、ユニバーサルデザ

インの推進、電子黒板の活用、学習に臨む子供達の姿勢等、学校の取組について好評価をいただくことができ

ました。しかし、子供達が伸び伸びと学び、優しさを感じる半面、もっと覇気があってもいいのでは･･･といった

ご意見もいただきました。本年度の成果と課題を明確にして、２０１９年度の教育課程を確立していきます。 

○２０１９年度より、２学期(前期・後期)制を試行します 
２学期制は、市内の全ての中学校において、現在実施されています。先月、各務原市教育委員会から、２０２０

年度から、中学校に揃えて、市内小学校も２学期制を実施する旨の通知がなされています。その文書でもお伝

えしていますが、本校においては、稲羽東小学校との協議の上、２０１９年度から、試行的に２学期制を実施するこ

ととしました。また、ＰＴＡ会長さんをはじめとして実行委員会の皆様には、ＰＴＡ活動への影響等についても協

議し、試行的取組についてご賛同をいただきました。 

２学期制のメリットについては、以前に配付されました文書のとおりです。特に、子供達の生活をより充実させ

るための、細やかな指導につながるもので、小中連携としても大きな意義があります。また、本校においては、

本年度より個別懇談を年２回実施する等、年間の行事計画の見直しを行ってきました。保護者の皆様に大きな

ご負担をかけることなく、また混乱も少なかったかと感じておりますので、２学期制へは、無理なく移行できる

のではと思っています。 

また、２０２０年度からの新学習指導要領の完全実施(高学年英語の実施等)により、現在よりも授業時間が年

間３５時間増加します。これらへの対応も、２０１９年度に試行的に取り組み、２０２０年度の完全実施に備えていこ

うと考えております。保護者の皆様のご理解、ご協力をよろしくお願いします。 

   稲 西  っ 子 


